
【対象生徒】 中学校（難聴学級）

【自立活動の項目】コ（２）（３）（４）

【ねらい】正しい表現や豊かな表現を身に付ける。

自立活動実践例紹介シート

季節や地域の身近な事柄から

【生徒の様子から】
・使いやすい言葉を繰り返し使う傾向にあった。生徒の経
験、興味関心を踏まえて、日常会話においてより豊かに
話せるような表現を精選することが大切である。
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【取組のポイント】
・地元のお祭りの紹介文作りができるよう、例文を提示す
る。例文には、様々な言い回しを取り入れる。（ 「連なる」
「保ち」等、未習漢字にはルビ）
・紹介文の手掛かりとなるよう、お祭りについてのキーワー
ドを提示する。（例）「日本一を競う」「夜空を埋め尽くす」

【取組のポイント】
・秋の表現について穴埋めにし、読み方、
意味等を押さえる。（黄金→金や金貨、
黄金色→金のような黄色、夜が長く
なったと感じる季節のこと等）
・トピックスとして、問い掛けながら取り
上げる。（例）「辺り一面が黄金色に輝
いていてきれいだった。何だと思う？」
「１年の中で一番夜が長いのはいつ？」

【生徒の様子から】
・「秋の夜長」など、日常生活と表現を結びつけて考える
機会となり、関心をもって取り組んでいた。土日の文化祭
について、「今週は長丁場です」と話すなど、知っている
言い回しを積極的に用いていた。
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